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1 ．劇とカタルシスについて
　カタルシス（Katharsis）は，元来種子をまく
ために大地をきれいにするという農業用語だった
というが（霜山, 1989），アリストテレスは悲劇
について，それを演じる「人物たちによる再現で
あり，憐れみと恐れを通じて，そうした感情の
浄化（カタルシス）を達成するもの（朴, 2017）」
と表現し，カタルシスを心の浄化の意味で用いた。
また，セラピーとの関連では，1880年ごろに症
例アンナ・Oに対して行った催眠状態での“語り
つくし”による“お話し治療（talking cure）”を
Breuerが「カタルシス（療）法と」名づけた（Breuer 
＆ Freud,1893）。その他，カタルシスには「病的
な体液を体外へ排出すること」「罪からの魂の清
め」など浄化，排泄の意味があるという（新村, 
2008）。
　このように，カタルシスは心のしこりが話され
るだけでなく，憐みの感情を引き起こすような劇
を見ることでも起こる心の浄化・排泄作用だとす
ると，カタルシスがテーマとなっている物語の分
析を行うことは，その両方の意味でカタルシスの
治療的な意味の理解を深めることになるだろう。
そのテーマに合致したものとして，ここではスタ
ジオジブリのアニメ作品「千と千尋の神隠し」を

取り上げる。というのも，これは登場人物である
千尋のトラウマ体験の想起が解離からの回復（カ
タルシス）をもたらした事例としても読める一方，
この作品が2001年に公開されて20年近く国内の興
行実績の第一位を誇ったアニメ映画であり，観劇
がもたらすカタルシスという意味でも見る人に多
くの感動，共感など心理的な影響を与えてきた作
品と言えるからである。

2 ．物語としての「千と千尋の神隠し」
　このアニメの制作について作者の宮崎駿は，友
人の家族で赤ん坊の頃からよく知っている10歳く
らいの少女 5 人と毎年夏に山小屋で 2 ，3 日一緒
に過ごすという交流を続け，「その子たちが本当
に楽しめる映画を作ろうと思った（鈴木, 2016）」
としている。最初にできたストーリーは，両親と
一緒にトンネルをくぐって寂れたテーマパークの
ような場所に出た千尋が不思議の世界に迷い込
み，そこに八百万の神様が湯治にやって来る湯屋
があるというもので，発想のもとになったのが日
本の伝統的なお祭りや神事を紹介するNHKのド
キュメンタリーで，そこに神様が湯治場にやって
きて疲れを癒すという話があったという（鈴木, 
2016）。
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語を夢とみなしてして分析したが，トラウマの問
題には触れていない。一方，愛甲（2020）は，ト
ラウマを「主体性を奪われた」状態，そこからの「回
復」をとらえているが，その回復のメカニズムま
では言及していない。
　そこで，本稿では主人公の千尋を事例としてと
らえ，この物語全体をトラウマによる神隠し状態

（＝解離状態）の中での夢（幻想）の体験が表現
されていると考え，それによる記憶の想起が結果
的にカタルシスをもたらし，また回復にも結びつ
いたというプロセスを想定する。そのプロセスに
ついてはJungの個性化過程も参考にして，いず
れも人間として共有されうる心理的な無意識の分
析として整合性を見出すことを目的とする。

3 ．事例としての「千尋」
　作品から見える事例としての千尋は，小さいこ
ろ川でおぼれてかろうじて助かったが，そのこと
は記憶になかった。しかし，それが原因なのか，
度々ぼんやりするようなことがあるようで（解離
傾向，離人感を想定），ときに「トロい」（劇中の
リンの発言）と見られることもある。友人は多く
はないが，人に好かれる（お餞別のカードなど）。
10歳のとき，家族の都合で転居し，小学校も転校。
引っ越しの途中，父親が道に迷い，車を降りて不
思議なトンネルに入っていった。…そこから記憶
がなくなり，あたかも「神隠し」のような本格的
な解離状態に陥り，次のような夢の体験をしたら
しい…。
　千尋と両親が引っ越しの途中の車中での会話か
ら物語は始まる。千尋は不安で不機嫌そうな顔を
して，後部座席にいる。新しい小学校の前を通っ
ても，ちらっと見ただけで「前の方がいい」と無
関心を装う。せん別にもらった花束と名前の書か
れたカードを，大切そうに抱えていた。と，いつ
の間にか父親が道を間違えていたことに気づく
が，父親はこちらからも行けると，無理やりその
道を突き進み，奇妙な赤い門とトンネルに行きつ
く。そこで車を降りて，両親は無邪気，興味深そ
うにそのトンネルをくぐる。千尋は不安で，母親
にくっつくようにして従う。トンネルを抜けると，
古いテーマパークの跡地のようなところに出る。

　ストーリーとしては，湯婆婆（ユバーバ）に名
前を奪われた千尋が健気に働きながら，名前を奪
い返すために戦うが，その背後にはより強い魔
女，姉の銭婆（ゼニーバ）がいたので，ハクの力
も借りてこれも撃退し，そこで千尋は名前を取り
戻し，豚に変えられた両親を元に戻すというもの
だった。しかし，これでは話が終わらないとの指
摘を受け，宮崎監督は「橋の欄干のところにい
た」お面をつけた「妖怪でも神様でもない不思議
なキャラクター，カオナシ」を絵で示し，優しく
してくれた千尋を慕い湯屋に入り込み，やがては
欲望のままに暴走する役割を担わせたという。こ
うして，「ヒョロヒョロの手足」や「ぶちゃむく
れの表情」だった千尋が，抜きさしならない現実
の中で危機に直面し，本人も気づかなかった適応
力や忍耐力，果断な判断力，行動力に目覚め，そ
れを発揮する冒険物語になったのだという（宮崎, 
2013）。しかし，千尋がおぼれかけたというトラ
ウマ体験の設定は製作者によっても説明されず，
また宮崎によれば水の上を「電車に乗って行くと
ころが山場」で，ここに「辿り着けた時の達成感」
があったという。「手管」で作ったのではない「本
当のことをちゃんと言いました」と言える部分で，
それが誇りになっているという。
　このように映画全体は製作者の意図に基づく
“創作”であり，それ自体は心理的な分析の対象
にしにくい。しかし，当初のストーリーの行き詰
まりを，たまたま登場した「カオナシ」が製作者
も予測しなかった展開をもたらしたことや，トラ
ウマ体験を千尋が想起し物語る場面や電車の場面
など10代の少女たちに合わせた製作者たちの心の
動きに従って登場人物とそのストーリーが展開し
ていったことなど，創作を超えて，臨床的な“心
の現実”もよく表された作品と考えられる。切通

（2001）は，この作品について「出来事の整合性」
という点では「シナリオ作法の王道」から逸れ，

「夢を見る様に…見せ場に浸ることが正しい見方」
だという。この作品自体は，清水（2001），切通

（2011）など多くの人が取り上げ，後藤（2003）
がユングの元型象徴や個性化過程を当てはめ，岩
宮（2013），斎藤（2016）による心理的な解釈も
ある。木部（2006）は，精神分析の立場でこの物
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たというハクが作ってくれたおにぎりを，千尋は
ポロポロと涙を流しながら食べる。
　そうしたある時，ヘドロだらけの神「腐れ神」
が油屋にやってくる。しかし，湯船に導き，自分
も湯をかぶりながら千尋が対応しているうちに，

「腐れ神」の体に，湯の中で何かトゲのようなも
のが刺さっていることに気づく。それを聞いた湯
婆婆はこの神が腐れ神ではないことに気づき，千
尋がトゲに結んだロープを皆に引かせて，「油屋
一同心を込めて」と一致団結させて，そのトゲを
抜くことに成功する。トゲに見えたのは自転車の
ハンドルで，それに連なって川に捨てられた大量
のごみ類が，一気に噴き出すように出てきた。そ
の時，お湯が生き物のように千尋を包み，透明な
湯の中で，不思議と溺れることもなく，千尋はあ
る翁のお面を見る。実はこの神は「名のある河の
主」で，その翁はお湯の中で，すっきりした表情
で「よきかな」とつぶやいた。そして，この河の
主（神）が，千尋には「ニガ団子」，油屋には砂
金を残し，白い大きな龍のような生き物となっ
て，「アッハッハ…」と油屋を後にした。
　そのころ，竜に姿を変えたハクが謎の紙人形に
追われて，瀕死の状態で湯婆婆の部屋に戻ってき
た。その紙人形に化けていた追っ手とは，実は湯
婆婆の双子の姉の銭婆（銭婆）で，魔法をかけて

「坊」をハツカネズミに，「湯バード」をハエドリ
に変身させ，代わりに 3 つの「頭（カシラ）」を「坊」
に変身させた。瀕死のハクに対しては，千尋は必
死に看病し，最後にハクにニガ団子を飲ませて銭
婆から盗んだ魔女の契約印を吐き出させた。
　同時に，「カオナシ」の騒動が起きる。実は，
少し前に外で寂しそうに立っていた仮面の「カオ
ナシ」を，泊まり客と思って千尋が油屋に招き入
れていた。最初はおとなしいカオナシだったが，
次第に魔法で金塊を出しては従業員を騙し，飲み
込んではそのたびに大きくなっていった。このよ
うに暴走し，油屋を破壊するカオナシの責任をと
るようにと湯婆婆に呼ばれ，千尋はカオナシのお
相手（対決）をすることになる。そして，「私を
食べるならその前にこれを食べて」と，千尋は両
親のための残りのニガ団子を飲ませた。烈しい嘔
吐。しかし，吐き出すものをすべて吐き出すと，

そこにお店があり，料理もあったので，両親は，
どういうわけかそこで無銭飲食を始めてしまう。
千尋は，そういう両親から離れて，あたりを探索
し，「油屋」（八百万の神々が疲れをいやしに来る
湯屋）の建物に行き着いた。
　ここで千尋は，古風な着物姿のハクという少年
に出会い，「ここへ来てはいけない。…夜になる
前に，早く戻れ」と言われる。そこで千尋は両親
のいる所に戻るが，両親はすでに豚になってい
る。千尋は驚き，悲鳴をあげてその場を去る。し
かし，あたりはすでに暗い。草原は大河となって，
不思議な（神々の）一行が船で集まってきている。
千尋は身動きがとれない。「これは夢！消えろ！」
と言っても，消えそうなのは自分の身体。途方に
暮れているとハクが来て，ここの世界の物を食べ
るようにと丸薬を与え，千尋はかろうじて存在を
保つ。
　千尋はハクに連れられ，「油屋」に向かう。橋
を渡るとき（仮面をつけた「カオナシ」も見える），
決して息をしてはいけないとハクから注意され
る。しかし，渡り終わる寸前で息をして，人間で
あることを周囲に気づかれてしまう。ハクは千尋
を油屋の内部に連れて行き，動物にされないため
にはカマジイ（釜爺）の所に行って，「働きたい」
と言い続けるように助言をする。千尋はこれに従
って釜爺に働くことを頼むが，釜爺は油屋の世界
の支配者は湯婆婆であり彼女に頼むしかないと言
う。千尋はそこに居合わせたリンの案内で階上に
行き，最後は一人で湯婆婆との交渉に臨んだ。そ
の途中で「坊」という湯婆婆の大きな赤ん坊が泣
き出したが，それにもめげずにここで働くことを
懇願し続け，最後に湯婆婆は千尋の意志を受け入
れる。ただし，「いやだとか帰りたいとか言った
らすぐに子豚にする」と脅され，契約時に荻野千
尋という名前は奪われ，千という名前にされてし
まう。そこから，先輩リンの世話で，千尋は油屋
の従業員の一員として奮闘する。ある日，ハクが
豚になった両親のところにつれて行ってくれた。
自分の服と餞別のカードも渡してくれて，そこに
自分の名前を見つけ，思い出す。相手の名前を奪
って支配するのが湯婆婆で，ハクも自分の名前が
思い出せないが，不思議と千尋のことは覚えてい
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コハクが私を浅瀬に運んでくれたのね。うれしい
（涙）。」…こうして二人は，手と手を取り合って
地上に向かい，湯婆婆のもとに行く。最後に，湯
婆婆は油屋の前に並んだ10匹の豚の中から両親を
見つけ出すことができるか，千尋を試した。ぴた
りと当てたら自由という湯婆婆に，千尋は，「お
ばあちゃん，だめ。ここには，お父さんもお母さ
んもいないもん」と言う。すると，契約書がポ
ンと煙になり，豚が油屋の店員に戻り，「大当た
り！」と皆で千尋を祝福する。
　油屋を出るともう水はなく，元の草原が広がっ
ている。そこから決して後ろを振り向いてはいけ
ないとハクに言われ，振り向かず来た道を戻る。
そして，トンネルの前まで来ると，そこには，全
く何事もなかったかのように千尋の両親が待ち構
えていた。トンネルを抜けると，不思議なことに
駐車していた車には葉っぱやほこりが積もってい
た。「千尋，いくよ」と，母親に呼ばれながらも，
しばらくトンネルを見つめている千尋の髪に，銭
婆からもらった髪留めがキラッと光っていた。

4 ．退行と夢，カタルシスについて
　ここで，退行や夢，そしてカタルシスについ
て整理しておきたい。まず，Breuerが名付けた

「カタルシス的方法」について，Freudは「心的
なトラウマ（に関する思い出）は，ある種の異
物のように…侵入後もなお長期に渡って現に作
用」し，「誘因となる出来事（トラウマ）に関す
る思い出を完全に明瞭な形で呼び覚まし，…患者
が可能な限り詳細にその出来事について語り，そ
の情動に言葉を与えたとき，個々のヒステリー症
状は直ちに消失」するとした（Breuer＆Freud, 
1893）。そして，ヒステリーは，「感情がせき止め
られ」，その「エネルギー量の置換（いわゆる転
換 conversion）の結果」による症状なので，治
療のポイントは「感情の総量」を「正常な道に連
れ戻してうまく流れ出るようにしてやる（除反応 
abreaction する）ことにある」と説明した（Freud, 
1946）。このカタルシスの原理は精神分析だけで
なく，ロジャーズのカウンセリング理論まで広く
受け継がれていく。また，後期のFreudは子ども
の遊びの観察から，反復によってトラウマを能動

カオナシは元のおとなしいカオナシに戻る。
　次に千尋は，先ほどの魔女の契約印を銭婆に返
すために，坊ネズミとハエドリ，それにカオナシ
も連れて，40年前の使い古しがあると釜爺が出し
てきてくれた電車の片道切符で電車に乗り，「沼
の底」の駅の銭婆のところに向かった。途中の駅
で次々に客が降りて，夜に向かって走る寂しい電
車の旅だった…。駅に着くと「カンテラ」が迎え
に来ていて，「カンテラ」の案内で銭婆の家につ
き，無事に契約印を渡すことができた。そして，
お茶を飲みながら，ふと銭婆が「（妹の湯婆婆と
は）二人で一人前なのに，気が合わなくてね」と
もらす。千尋が「ハクと私，ずっと前に会ったこ
とがあるみたい」と言うと，「一度あったことは
忘れないものさ，思い出せないだけで」と銭婆は
謎めいたことを言う。最後に銭婆は皆でつむいだ
糸を編み込んだ髪留めのお守りを千尋にプレゼン
トし，カオナシにもそこで役割が与えられる。千
尋が本当の名前を伝えると，「いい名前だね。自
分の名前を大切にね。」と銭婆は千尋を励ます。
　この時，回復したハクが竜の姿で迎えに来てい
た。銭婆は，「ハク竜，あなたのしたことはもう
咎めません。その代わり，この子をしっかり守る
んだよ」と言い，千尋らはこれに乗って大空を舞
いながら皆で油屋に戻った。そして，その途中で，
竜のハクに乗りながら，これまで何度か“浮かん
では消え”を繰り返していた水の中にいる自分の
映像（フラッシュバック）がはっきりと見えた。
そして，ついに千尋は，小さいころ自分が川でお
ぼれた時の記憶を思い出した。
　「ハク，聞いて。お母さんから聞いたんで，自
分では覚えてなかったんだけど，わたし小さい時
に川に落ちたことがあるの。その川はもうマンシ
ョンになって埋められちゃったんだって。でも，
今思い出したの。その川の名は，琥珀川。あなた
の本当の名は，琥珀川。」それを聞いて，ハクも
ちょうど竜のうろこがいっせいにはがれる様に，
空中で少年のハクに戻った。そして，言う。「千
尋，ありがとう。私の本当の名は，ニギハヤミコ
ハクヌシだ。」「ニギハヤミ…。すごい名前，神様
みたい。」「私も思い出した。千尋が私の中に落ち
た時のことを。靴を拾おうとしたんだよ。」「そう。
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5 ．事例「千尋」の分析
　10歳の「千尋」の物語を事例としてみたとき
に，彼女が直面した現実の大きなストレスは明ら
かに引っ越しと転校だろう。これにより，アイデ
ンティティが途切れ，心理的な危機に陥った。こ
れを建て直すには，人とのつながりを維持し，過
去の記憶を生活史として再編するために無意識に
まで退行する必要もあるが，千尋はトラウマの影
響で，心理的な退行にも抵抗せざるを得ず，生活
の不連続に対して解離，離人感などで反応する。
したがって，物語（夢）では，テーマパークでは
しゃぎ，子どもどころか無銭飲食をして「豚」に
まで退行してしまう両親と，子どもでいることも
許されない千尋とが対比されている。それだけで
なく，人間は臭くて動物からも忌み嫌われ，八百
万の神＞自然＞動物＞人間（子ども＞大人）とい
う序列の中で最も下に見られ，周囲は普通人間が
考える世界とは全く反転・変容したものになって
いる。
　表現が圧縮・置き換えられ,視覚的に実現され
た形で誇張されている点はFreudの夢理論に当て
はまるが，この状況はJungの“補償”の概念でよ
り説明しやすい。つまり，子どもなのに甘えも許
されず，誰にも助けてもらえないという千尋の不
安が，夢では誇張され，反転し，あたかも一番下
の階級で名前も奪われ，大人が働くように働かさ
れる千尋の場面として実現・映像化される。これ
は“逆補償”であり，“このままいくとこうなって
しまう…”という警告夢の構造になっている。こ
こで草原が河，さらには海のようになり，「水は
無意識を表すために一番よく使われるシンボル」

（Jung, 1936）だが，水に関連した千尋の記憶の
伏線にもなっている。文字通り体も消えそうで，
少し先では湯婆婆に名前を奪われることで離人感
や解離が表されているだろうが，これは社会的な
役割を失い，形骸化した“ペルソナ（仮面）”だ
けになることでもある。
　この段階で仮面とその反対の側面である“シャ
ドー ”を担った存在として「カオナシ」が橋の欄
干（境界域）に暗示的に姿を現す。一方，異性像
の“アニムス”としてのハクが，ここに「来ては
いけない…早く戻れ」と忠告する超自我であった

的にコントロールしようとしていることを発見す
る（フォルト・ダーの遊び）（Freud, 1920）。こ
こから，不安についても「外傷の際の無力に対す
る」反応で，受身で体験した外傷を「援助の信号」
とし，（コントロールできるという）希望を持っ
て能動的に再生を「繰り返す」ととらえ直し，こ
の「受身から積極性へ移行」することによる克服
が，外傷の「除反応」つまり，カタルシスの意味
でもあるとしている（Freud, 1926）。
　一方，夢についてFreud（1900）は無意識の中
で抑圧されていた願望の充足が表現されるが，そ
のままではなく，圧縮（省略，断片化，合併，融
合），置き換え（アクセントの移動），退行（劇化・
視覚化・誇張），代理・象徴的なイメージを借り
た表現など，加工や変形が施されるとした。また，
否定や論理関係は前後関係で，願望や懸念，仮定
法「もし～なら」などはすでに実現された形で表
現され，さらに，二次加工が施されることを発見
した。これに対してJung（1916）は，夢の基本
的な機能は「補償」なので，願望充足も含めて，
怖い夢もそれにより何らかのバランスをとろうと
していると考える。そして，単純な補償（意識の
態度を気づかせる），展望的な夢（自分が本当に
目指していることのビジョンを示す），逆補償（否
定的な展開や結末で警告する），補償性に乏しい
夢（心が疲れている），反復夢（トラウマなど），
予知夢，個性化過程の夢などを分類している。そ
して，その際に現れる元型（普遍的な象徴）とし
てはシャドー（影，ペルソナの裏面，自分で意識
できていない部分の総体），アニマ・アニムス（異
性像として現れた無意識），自己（心の“全体性”。
老賢者，対立物の合一，マンダラ（円輪と四隅）
などがある。無意識への探索が始まると，夢等の
イメージを通じて，元型（ペルソナ，シャドー，
アニマ・アニムス）が表現され，心の中心部の「自
己」まで到達するうちに，コンプレックスなどが
意識にのぼり，カタルシスが起こり，死と再生の
イメージとともにエネルギーの流れが反転（エナ
ンチオドロミー）し，心の統合，バランス，活力
などを取り戻し，これを個性化の過程と呼んだ（河
合, 1967; 河合, 1977）。
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の神が“名のある河の主”で，竜の姿なのが，ト
ラウマの想起に向けて物語の重要な伏線になって
いく。シャドーのように見えた腐れ神は，実は“老
賢者”でもある。
　次に，“アニムス”であったはずのハクが，つ
いに湯婆婆の支配に屈し，自分では制御不能の竜
になり，いわばいったん“シャドー ”に退行・転
落する。銭婆の魔女の契約印を盗み，逆に銭婆の
魔法で瀕死の状態に陥ったハクに対して，千尋は
必死に看病し，最後に「ニガ団子」を飲ませて銭
婆から盗んだ魔女の契約印を吐き出させた。この
場合，魔法の解除とともに盗んだものを吐き出
す，いわば罪を告白してすっきりする形の浄化，
カタルシスが表現されていると考えられる。
　そして，シャドーの最後は「カオナシ」の暴走
である。油屋の客として親切に扱ってくれた千尋
に喜んでもらおうとするカオナシだが，見棄てら
れる不安も強く，千尋に断られる度に逆切れし，
貪欲で支配的な面をあらわにする。このカオナシ
をめぐっては，製作者をはじめ既に様々な解釈が
なされているので（清水, 2001；後藤, 2003；木部, 
2006；斎藤, 2016；愛甲, 2020），ここでは空虚な
形骸化したペルソナの裏面，シャドーの最大限の
肥大・暴走が表現され，千尋も最後に呑み込まれ
る危機に直面したととらえる。その際，千尋はこ
の段階でカオナシに自分も呑み込まれるという不
安を受け入れ，「私を食べるならその前にこれを
食べて」と，残りのニガ団子を飲ませ，烈しい嘔
吐とともにカオナシはおとなしい存在に戻る。こ
こでも，ニガ団子によってすべてを吐き出しつく
す浄化，カタルシスの表現を見て取れるが，この
場合に浄化されたものは，愛情に飢え乾いたカオ
ナシの強欲さ，その支配欲と言ってよいであろ
う。水に飲まれたトラウマの記憶をもつ千尋なの
で，カオナシに飲まれる恐怖は想像を絶するが，
ここで受け身の姿勢から果敢にも能動の姿勢に
転じる。Freudが指摘したように，能動的に再現
し，向き合い表現できることがカタルシスの意味
でもある。このように“シャドーとの対決（河合, 
1977）”を経て，シャドーそのものに見えたカオ
ナシは，結果的には騒ぎを起こして事態を好転さ
せる“トリックスター（Jung, 1937）”でもあった。

り，（消えないために）「ここの世界の物を食べる
ように」と丸薬を飲ませ（この世界＝無意識を受
け入れさせ），働くために釜爺を紹介し，さらに
豚になった親に千尋を会わせ，餞別のカードを渡
して，名前を思い起こさせたり，自我の現実的な
機能を担い，保護的な役割を取っている。ハクは
丸薬に続き，おにぎりを千尋に与える。それを食
べながら思い切り泣く千尋の姿は，“泣きつくす”
形での心の浄化，カタルシスを表していよう。千
尋は無意識を受け容れる方向に進み，他方ではこ
れは名前を取り戻す（自我を取り戻す）方向でも
ある。この場合，魔女としての湯婆婆は，両親を
豚に変え，名前を奪って支配する“グレートマザ
ー ”のようである。元型としてのグレートマザー
は，「グッド／テリブル」の二面性を持ち，豊穣
の象徴でもあるが，時に支配的で自我の成長を阻
む存在なので，そこからアニマ若しくはアニムス
の助けを借りて主人公が自立していくという普遍
的なテーマがあるという（Neumann, 1955）。し
かし，湯婆婆は双子の姉，銭婆とは対等な関係で，
この二者の対立は「グッド／バッド」の“スプリ
ッティング（Klein, 1957）”という対象関係論の
視点で読むことも可能である（木部, 2006）。ただ，
湯婆婆の頭が上がらないもう一人の対象は「坊」
で，後の展開から湯婆婆も養育，慈しむ側面を持
ち，よりグレートマザーに近いかもしれない。
　物語ではここで意識の裏面である“シャドー ”
のテーマが展開する。まず，汚物にまみれ，汚れ
た「腐れ神」の登場は思わず蓋をしたくなるシャ
ドーそのものもだが，千尋はけなげにもそのお世
話を引き受け，湯の中で「とげ」を発見し，これ
をきっかけに大量のごみを吐き出させる。トゲは
まさに心のしこり（“コンプレックス”）で，それ
を見つけ吐き出させるという浄化，カタルシスが
象徴的に表現されているようだ。ここで，一瞬生
き物のようになお湯に包まれ，不思議と溺れるこ
ともなく，千尋がある翁のお面を見る。実はこの
神は「名のある河の主」で，その翁はすっきりし
た表情で「よきかな」とつぶやく。千尋には“ニ
ガ団子”が与えられ，これは吐き出し薬で，いわ
ばカタルシス薬，浄化剤とでもいうべき効能を持
っている。そして，湯の中にいる千尋の映像とこ
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象徴で，老賢者やグレートマザー，始原児，自然
を表すもの，マンダラなどがあるが，その中に“対
立物の合一”というのがあり，その元型が当ては
まると思われる（河合, 1967）。銭婆は千尋の名
前を「いい名前，自分の名前を大切にね」と改め
て認め，カオナシにも再び役割（ペルソナ）が与
えられ，駆け付けた竜の姿のハクにももう咎めな
いと許しを与える。つまり，無意識の最深部では
無意識に向かっていた流れはここで大きく反転
し（エナンチオドロミー），魔女の“奪う”側面も
“与える”側面に変わっている。皆でつむいだ糸
を編み込んだ髪留めが，また“輪”という全体性
の象徴になっているようだ（河合, 1977；Franz, 
1975）。そして，「一度あったことは　忘れないも
のさ，思い出せないだけで」と謎めいたことを千
尋に言う。
　そこからハク竜の背中につかまって帰る場面，
それがまさしく 3 歳の千尋が川でおぼれかけたも
のの，川の流れに乗って浅瀬まで運ばれて助かっ
た体験の記憶を決定的に呼び覚ました。千尋は，
その時の川の名を思い出し，それを聞いて，ハク
も川の主としての自分の名前を思い出す。まさに，
最後のカタルシス（除反応）が起こり，解離も解

　次に，千尋はハクが銭婆から盗んだ魔女の契約
印を返しに行こうと決心する。40年前の使い古し
があると釜爺が出してきてくれた切符で，一方通
行の電車に乗り，「沼の底」の駅の銭婆のところ
に向かった。「名のある河の主」も老賢者だが，
釜爺は保護者的な好々爺であるとともに，節々で
言葉による知恵を授ける老賢者の役割も担ってい
る。それは，水の上を走る電車での片道の旅で，
亡霊を思わせる半透明の影だけの乗客が途中の駅
で次々に降りて，夜に向かって走る寂しい電車の
旅だが，「沼の底」という名前からも，まさに無
意識の最深部まで到達したことを示すだろう。対
象関係論の文脈で考えれば，“よい母親”と“悪い
母親”に“分裂”していた対象イメージが“抑うつ
ポジション”を経て全体対象に統合されるプロセ
スともいえる（Klein, 1957; 木部, 2006）。
　しかし，銭婆のところでお茶を飲みながら，ふ
と銭婆が「（妹の湯婆婆とは）二人で一人前なの
に，気が合わなくてね」ともらすことから，千尋
らは対立していた「二人で一人前」のグレートマ
ザーをつなぎ，新たな統合された全体性に到達し
たとも言えるだろう。Jung（1936）の個性化過
程を示す元型の最後の段階が，自己（全体性）の
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もたらすことの理由が見えてくるのかもしれな
い。それは，見る人々の共感を通して，人々から
何らかの主体性を引き出すものでもあるのだろう。
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